
加算申請の内容と提出書類（ママコースNEXT）

内容

内容

1．同僚への応援評価制度の導入と表彰制度の整備

育業を支える周囲の従業員を評価する制度の導入と、表彰制度の整備の両方に取り組んだ場合に、対象とします。同僚

とは、社内で育業者が発生した場合にその育業者の業務を代替する可能性のある従業員を指します。

提出書類

（２種）

（注意事項）

(a)申請様式別紙 加算①

(b)表彰制度が記載された周知文

または就業規則の写し

(a)応援評価制度の導入状況、運用実績について記入してください。

(b)周知文の場合…R6.4.1以降に周知したものが対象となります。

　 就業規則の場合…R6.4.1以降の労基署の受領印があるものが対象となります。

また、内容として表彰の対象者を明確にした上で、以下の項目のいずれかまたは複数

が含まれることを想定しています。

　　　ア.表彰の目的

　　　イ.表彰の要件

　　　ウ.表彰選考基準

　　　エ.表彰時期

2．同僚への応援手当支給

対象従業員を支えた周囲の従業員に対し合計 20 万円以上の応援手当を支給した場合に、対象とします。同僚とは、本奨

励金の支給申請に係る対象従業員と同所属であり、対象従業員の業務を代替した従業員を指します。

提出書類

（２種）

（注意事項）

(a)申請様式別紙 加算②

(b)応援手当が記載された賃金台

帳または給与明細や社内帳簿の

写し

(a)本奨励金の支給申請に係る対象従業員および手当の対象となる同僚について記入し

て下さい。応援手当は、支給申請に係る対象従業員の育業期間中～申請日までに支払

われたものが対象です。

(b)賃金台帳等の写しは、期間×人数分の合計金額が20万円に達するまでの分をご提出

ください。また、応援手当に該当する費目名と、支払った金額部分にマーカーを引い

てください。


